
Title 『絵本太閤記』「淀君行状」と『唐土の吉野』

Author(s) 飯倉, 洋一

Citation 語文. 2020, 114, p. 1-12

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/85446

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



語文114（2020・8　大阪大学国語国文学会）

『
絵
本
太
閤
記
』「
淀
君
行
状
」
と
『
唐
土
の
吉
野
』飯　

　

倉　
　

洋　
　

一

は
じ
め
に

『
絵
本
太
閤
記
』は
七
篇
、
各
篇
半
紙
本
十
二
巻
十
二
冊
、
合
計
八
十
四
冊

の
歴
史
長
編
で
、豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
。版
元
は
大
坂
の
勝
尾
屋
六
兵
衛
。上

方
特
有
の
多
く
の
挿
絵
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
絵
本
読
本
で
あ
る
。
本
作
も
全
体

の
約
四
割
が
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。
武
内
確
斎
が
作
文
、
岡
田
玉
山
が
作
画

し
た
。
初
篇
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
。
二
・
三
篇
が
同
十
年
、
四
・

五
篇
が
同
十
一
年
、
六
篇
が
享
和
元
年（
一
八
○
一
）、
七
篇
が
同
二
年
に
刊

行
さ
れ
、『
絵
本
楠
公
記
』
と
と
も
に
大
い
に
世
に
行
わ
れ
た
（『
絵
本
曾
我

物
語
』
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
一
割
咲
居
士
序
）
が
、
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
六
月
、
絶
板
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

本
作
は
非
常
な
人
気
を
博
し
た
た
め
、
当
時
の
演
劇
か
ら
現
代
の
歴
史
小

説
や
映
画
・
ド
ラ
マ
に
い
た
る
ま
で
、
太
閤
記
物
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て

大
き
い
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
乏
し
い
の
が
現
状
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
本
論
で
は
、『
絵
本
太
閤
記
』
七
編
末
尾
近
く
の
「
淀
君
行
状
」

を
検
討
し
、
本
作
の
作
品
研
究
を
わ
ず
か
で
も
前
進
さ
せ
た
い
。

『
絵
本
太
閤
記
』（
寛
政
九
年
〜
享
和
二
年
、
七
篇
八
十
四
巻
八
十
四
冊
）

七
篇
巻
十
二
の
末
尾
に
、
秀
吉
の
側
室
「
淀
君
」
と
正
室
高
台
院
「
ね
ね
」

の
行
状
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
淀
君
行
状
」「
北
廳
行
状
」」。
淀
君
は
い
わ
ゆ

る
「
淫
婦
悪
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
、
高
台
院
は
「
貞
婦
才
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

対
照
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
淀
君
の
淫
婦
悪
女
ぶ
り
は
、
本
作
の
中

で
も
際
立
っ
て
い
る
。「
淀
君
の
乱
行
な
ど
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
の
臆
説

で
あ
る
」（『
国
史
大
辞
典
』
山
本
博
文
執
筆
）、「
こ
れ
ら
淫
婦
悪
女
説
は
徳

川
方
の
手
で
行
わ
れ
た
悪
宣
伝
と
も
言
わ
れ
る
」（『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事

典
』
田
中
友
季
子
執
筆
）
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
徳
川
方
の
手
で
書
か

れ
た
わ
け
で
は
な
い
『
絵
本
太
閤
記
』
こ
そ
が
、
淀
＝
悪
女
の
イ
メ
ー
ジ
形

成
に
大
い
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
「
淀
君
行
状
」
の
中
で
も
怪
奇
的
で
異
彩
を
放
つ
「
蛇
体
変
身
」

の
場
面
に
つ
い
て
、
重
要
な
関
連
文
献
と
考
え
ら
れ
る『
唐
土
の
吉
野
』（
天

明
三
〈
一
七
八
三
〉
年
）
巻
三
の
一
「
桂
の
方
金
龍
の
法
を
修
し
て
肉
親
を

殺そ
ぐ

事
」
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
　
淀
君
説
話

淀
君
は
、豊
臣
秀
吉
の
側
室
で
、秀
頼
の
母
で
あ
る
。
父
は
浅
井
長
政
、母

は
織
田
信
長
の
妹
お
市
の
方
。
幼
名
お
茶
々
。
お
市
の
再
婚
相
手
柴
田
勝
家

が
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
敗
北
し
た
の
に
伴
い
、
勝
家
と
お
市
は
自
害
。
お
茶
々

ら
三
姉
妹
は
秀
吉
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
や
が
て
寵
愛
を
受
け

た
お
茶
々
は
懐
妊
、
山
城
の
淀
城
を
改
築
し
て
与
え
ら
れ
、
淀
と
呼
ば
れ
る
。

誕
生
し
た
男
児
は
早
逝
す
る
が
、
再
び
男
児
を
産
み
（
こ
れ
が
秀
頼
で
あ

る
）、
伏
見
城
西
の
丸
に
移
り
、
権
勢
を
振
る
う
。
秀
吉
の
死
後
、
遺
命
に
よ

り
大
阪
城
に
移
る
が
、
徳
川
家
康
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
元
和
元
年
（
一
六
一

五
）
年
に
秀
頼
と
と
も
に
城
中
で
自
害
す
る
。
主
要
な
伝
記
的
研
究
と
し
て
、

桑
田
忠
親『
淀
君
』（
人
物
叢
書　

吉
川
弘
文
館
、新
装
版
一
九
八
五
年
）、福

田
千
鶴
『
淀
殿　

わ
れ
太
閤
の
妻
と
な
り
て
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

し
か
し
、
淀
君
説
話

0

0

に
関
す
る
研
究
と
な
る
と
数
少
な
い
。
金
時
徳
「
成

熟
し
て
い
く
歴
史
読
み
物
」（
井
上
泰
至
・
金
時
徳
『
秀
吉
の
対
外
戦
争
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
と
、
網
野
可
苗
「
7　

秀
吉
と
女
性　

虚
像

編
」（
堀
新
・
井
上
泰
至
編
『
秀
吉
の
虚
像
と
実
像
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六

年
）
く
ら
い
で
あ
る
。

淀
君
を
悪
女
と
し
て
描
く
作
品
は
、
多
く
は
徳
川
家
を
正
当
化
す
る
徳
川

史
観
に
基
づ
く
も
の
に
多
く
見
ら
れ
る
。
網
野
は
仮
名
草
子
の『
大
坂
物
語
』

（
慶
長
二
十
（
一
六
一
五
）
年
）、
軍
記
の
『
難
波
戦
記
』（
寛
文
十
二
（
一
六

七
二
）
年
）、
実
録
の
『
浪
速
秘
事
録
』（「
大
淫
好
色
、
恥
を
知
ら
ざ
る
婦

人
」）
ら
を
挙
げ
て
い
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
「
淀
君
行
状
」
と
「
北
廳
行
状
」
は
連
続
し
て
い
る
。

「
北
廳
行
状
」は
、
そ
れ
自
体
が
ね
ね
を
称
え
る
簡
略
な
伝
記
に
な
っ
て
い
る

が
、「
淀
君
行
状
」
は
太
閤
が
病
に
倒
れ
、
石
田
三
成
へ
名
護
屋
を
託
し
た
こ

と
か
ら
、
淀
君
の
動
揺
→
容
貌
減
退
へ
の
不
安
→
日
瞬
の
金
龍
の
法
に
よ
る

美
貌
回
復
→
蛇
の
憑
依
と
奇
談
的
展
開
を
見
せ
る
。

両
行
状
の
叙
述
形
態
は
、
片
や
伝
奇
的
、
片
や
顕
彰
風
と
、
全
く
趣
を
異

に
す
る
。
淫
婦
悪
女
と
貞
婦
才
女
と
い
う
書
き
分
け
の
た
め
と
言
う
に
は
、

「
淀
君
行
状
」
の
『
絵
本
太
閤
記
』
の
中
で
の
書
き
ぶ
り
は
異
常
で
あ
る
。
前

掲
の
網
野
は
「
本
作
に
お
い
て
、
淀
に
関
す
る
最
も
衝
撃
的
な
記
述
と
言
え

ば
、『
絵
本
太
閤
記
』
終
巻
に
配
さ
れ
た
「
淀
君
行
状
」
の
淀
が
蛇
身
と
な
る

話
で
あ
ろ
う
」
と
、「
衝
撃
的
な
記
述
」
と
表
現
し
た
。
と
は
い
え
こ
れ
が

『
絵
本
太
閤
記
』の
作
者
に
よ
る
全
く
の
創
造
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は

淀
君
の
蛇
体
変
身
を
記
し
た
文
献
が
『
絵
本
太
閤
記
』
以
前
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

二
　
淀
君
登
場
場
面

ま
ず
、『
絵
本
太
閤
記
』
の
中
の
淀
君
登
場
場
面
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ

う
（『
絵
本
太
閤
記
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
絵
本
太
閤
記
』

（
ナ4-762-1

〜84

）（
国
文
研
書
誌ID

20014405

）
の
公
開
画
像
デ
ー
タ

（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
所
収
）に
よ
る
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字

体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
引
用
符
を
付
し
た
。
ふ
り
が
な
は
最
低
限
に
と
ど

め
、
省
略
し
た
。
括
弧
内
は
飯
倉
の
注
記
、
傍
線
は
飯
倉
が
付
し
た
。
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淀
君
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
浅
井
長
政
の
小
谷
城
落
城
の
時
（
天

正
二
年
）
で
、
頼
る
夫
を
失
っ
た
お
市
の
方
と
三
人
の
女
子
の
行
く
先
を
説

明
す
る
場
面
で
あ
る
。

此
時
信
長
の
妹
於
市
の
方
を
小
谷
の
方
と
申
し
け
る
。
御
方
の
腹
に
一

男
三
女
あ
り
。（
長
政
は
）い
と
愛
ら
し
く
生お
ひ
た
ち立

給
ふ
を
近
く
招
き
、（
中

略
）
藤
掛
三
河
守
・
木
村
小
四
郎
両
人
を
添
て
、
妻
子
を
信
長
の
陣
に

送
ら
し
む
。（
二
篇
巻
之
七
「
信
長
大
軍
囲
二
小
谷
城
一
」）。

（
長
政
自
害
後
、信
長
は
）「
長
政
の
室
家
小
谷
ノ
方
と
稚
き
児
と
は
、尾

州
清き
よ
す渕

の
城
主
小
田
上
野
助
信の
ぶ

包か
ね

に
預
け
給
ひ
（
二
篇
巻
八
「
浅
井
長

政
最
期
」）

　
そ
の
後
、
お
市
は
柴
田
勝
家
に
再
嫁
す
る
が
、
そ
の
勝
家
の
武
運
も
尽
き

る
。『
絵
本
太
閤
記
』
は
五
篇
に
至
っ
て
あ
ら
た
め
て
お
市
と
そ
の
子
供
達
の

生
い
立
ち
か
ら
、
お
市
が
勝
家
と
と
も
に
生
害
し
、
子
供
達
が
そ
れ
ぞ
れ
引

き
取
ら
れ
て
い
く
さ
ま
を
語
っ
て
い
く
。

　
　

爰
に
勝
家
の
北
の
方
小
谷
の
御
方
と
聞
へ
し
は
、
故
信
長
公
の
妹
君
に

て
、
其
名
を
於
市
殿
の
御
方
と
ぞ
申
け
る
。
始
め
浅
井
備
前
守
長
政
に

嫁
し
て
三
女
一
男
を
産
給
ふ
。
三
人
の
女
子
は
浅
井
滅
亡
の
後
、於
市
の

方
と
俱
に
小
田
家
に
帰
り
て
信
長
公
の
い
た
は
り
を
う
け
て
お
ひ
立
給

ふ
。
其
後
三
人
の
女
子
を
秀
吉
方
へ
送
り
遣
す
べ
し
と
て
、
其
口
上
に
、

「
勝
家
武
運
す
で
に
尽
き
、
明
朝
城
中
に
お
ひ
て
生
害
を
遂
ぐ
べ
き
に

候
。
夫
に
付
此
三
人
の
女
子
は
勝
家
が
子
に
て
も
候
は
ず
、
故
浅
井
長

政
が
女む
す
めに

し
て
、
爾し
か

も
信
長
公
の
因ゆ
か
り縁

に
て
候
。
城
中
に
お
い
て
俱
に

亡
び
候
も
便
な
く
候
故
、
送
り
遣
し
ま
ゐ
ら
す
る
の
間
、
よ
き
に
痛い
た

は

り
給
ふ
べ
し
」
と
の
事
也
け
り
。
富
永
委
細
承
り
、
三
人
の
姫
達
を
引

具
し
城
中
を
出
ん
と
す
る
に
、
姫
君
達
泣
悲
し
み
、「
母
上
と
諸
共
に
同

じ
道
に
伴
ひ
給
へ
」
と
て
右
と
左
の
手
に
す
が
り
、
転
び
臥
て
泣
き
給

ふ
は
、
哀
れ
也
け
る
次
第
な
り
。
斯
て
有
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
富
永
新

六
、
三
女
子
の
手
を
と
り
て
強
て
輿
に
乗
参
ら
せ
、
秀
吉
の
陣
に
到
り
、

し
か
じ
か
の
よ
し
相
宣
ぶ
れ
ば
、
秀
吉
早
速
是
を
請
取
、
三
女
の
身
の

上
聊
か
疎
意
有
べ
か
ら
ざ
る
間
、
心
安
く
生
害
遂
ら
る
べ
き
条
返
答
し
、

使
者
を
城
中
に
帰
し
給
ふ
。
此
姉
姫
は
、
後
に
秀
吉
公
の
妾せ
ふ

秀
頼
の
母

堂
淀
君
と
申
せ
し
は
此
御
方
な
り
。
其
次
は
京
極
若
狭
宰
相
高た
か

次つ
ぐ

の
室
、

末
の
姫
君
も
高
貴
の
簾
中
に
備
り
給
ひ
、
何い
づ
れも

い
み
じ
く
栄
へ
給
ふ
は
、

則
勝
家
が
寸
志
也
け
り
。（
五
篇
巻
之
五
「
勝
家
籠
北
ノ
庄
城
」）

次
い
で
、
秀
吉
の
五
人
の
女
君
、
北
政
所
・
松
の
丸
殿
・
三
條
殿
・
加
賀

殿
・
淀
君
を
紹
介
す
る
場
面
で
、
二
十
三
歳
に
な
っ
た
淀
君
を
、
次
の
よ
う

に
描
く
。

第
五
は
淀
殿
、
此
は
浅
井
備
前
守
長
政
が
息む
す
め女

、
信
長
公
の
御
妹
小
谷

方
於
市
殿
の
腹
に
出
生
し
給
ひ
、
柴
田
勝
家
北
ノ
庄
落
城
の
節
送
り
出

し
参
ら
せ
し
三
女
の
内
の
姉
姫
に
し
て
、
其
時
年
十
九
、
今
年
正
十
五

年
二
十
三
歳
に
成
り
給
ひ
、
容
顔
美
麗
、
一
た
び
笑
ば
百
の
媚
な
る
傾
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国
の
姿
、
秀
吉
公
閨
婦
の
中
に
第
一
位
の
艶
色
也
。
音
声
の
妙た
へ
な
る
は

鶯
の
春
霞
を
出
て
囀
る
が
ご
と
く
、
心
侫
弁
に
し
て
気
怜
悧
な
り
。
そ

の
行
お
こ
な
ひ

爽
や
か
に
、爾し
か

も
情
あ
り
。
人
若も
し

淀
殿
の
一い
ち

言ご
ん

を
得
る
時
は
、死

す
と
い
へ
ど
も
其
心
に
叶
ん
事
を
需
む
。
然
ど
も
性
実
徳
な
く
、
生う
ま
れ
え得

て
嫉
み
深
く
、
人
を
殺
し
て
猶
足
れ
り
と
せ
ず
、
肉
を
喰
ら
ひ
骨
を
砕

く
に
至
る
。　
（
五
篇
巻
八
「
賜
二
佐
々
陸
奥
ノ
守
肥
後
国
一
」）

こ
こ
に
至
っ
て
淀
君
の
外
貌
・
内
面
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
右
引
用
部
分
の
直
後
に
北
政
所
と
の
対
立
の
構
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

尤
才
智
は
政
所
に
対
容
す
べ
し
。
其
中
に
、
政
所
は
篤
実
の
明
、
淀
殿

は
虚き
ょ
け
い慧

の
智
な
り
。
若
政
所
を
廃
し
て
淀
殿
一
人
を
心
の
侭
に
威
を
行

は
せ
ば
、
唐
の
則
天
皇
后
、
我
朝
の
尼
将
軍
政
子
の
方
に
も
遙
に
勝
る

べ
き
侫
才
な
り
。
此
故
に
政
所
と
淀
殿
と
左
右
に
互
角
し
て
才
を
閙た
た
かは

し
、
智
を
争
は
し
め
、
終
に
閨
中
の
二
将
軍
と
し
て
其
下か
ふ
う風

に
立
つ
愛

妃
閨
婦
双
方
に
分
れ
、
政
所
に
与
し
淀
殿
に
党
し
、
或
は
謀
計
を
構
へ

て
、
恥
辱
を
与
へ
、
又
は
白
あ
か
ら
さ
ま

地
に
舌
戦
し
、
閨
中
の
戦
た
た
か
ひ、

人
し
れ
ず
と

い
へ
ど
も
、
恰
も
戦
国
諸
侯
の
国く
に

境ざ
か
ひの

ご
と
し
。
そ
の
一
方
は
政
所
を

魁か
し
ら首

と
し
て
、
三
條
殿
、
加
賀
殿
是
が
副
た
り
。
忠
臣
に
は
、
お
こ
ひ

の
方
、
朝
日
の
局
等
御
味
方
な
り
。
一
方
は
淀
殿
を
大
将
と
し
て
、
松

の
丸
殿
副
将
た
り
。
正
栄
尼
専
ら
此
党
の
功
有
者
に
て
、
淀
殿
も
深
く

頼
み
思
召
す
。（
五
篇
巻
八
「
賜
二
佐
々
陸
奥
ノ
守
肥
後
国
一
」）

こ
の
あ
と
の
政
局
に
二
人
の
対
立
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
と
い
う
叙
述

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
可
視
化
さ
れ

る
五
篇
巻
八
の
二
十
四
丁
裏
・
二
十
五
丁
表
の
挿
絵
で
あ
る
。
右
に
「
北
政

所
之
像
」、
左
に
「
淀
君
之
像
」
が
描
か
れ
る
。
特
に
淀
君
像
の
上
部
に
は
大

蛇
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
後
述
す
る
「
淀
君
行
状
」
の
蛇
体
変
身
を
予
示

す
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。　

五
篇
巻
九「
佐
々
成
政
生
害
」「
北
政
所
茶
会
饗
二
応
淀
殿
一
」「
黒
百
合
滅

二
佐
一々
」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
黒
百
合
事
件
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

天
正
十
六
年
春
、
北
政
所
に
厚
遇
を
受
け
る
佐
々
成
政
は
そ
の
御
礼
と
し

て
旧
領
越
中
の
白
し
ら
や
ま
お
お
な
ん
じ
や
ま

山
大
汝
山
の
険
難
の
地
に
咲
く
黒
百
合
を
取
り
寄
せ
て
献

上
し
た
。
北
政
所
は
こ
れ
を
淀
君
に
見
せ
よ
う
と
、
茶
事
に
詳
し
い
利
休
の

娘
綾
女
に
命
じ
て
準
備
さ
せ
る
。
直
後
に
利
休
の
娘
は
太
閤
に
戯
れ
か
け
ら

れ
、
自
ら
の
仕
え
る
淀
君
の
と
こ
ろ
へ
駆
け
込
む
が
、
淀
君
は
、
北
政
所
の

茶
事
に
趣
向
が
あ
れ
ば
教
え
よ
と
迫
り
、
弱
み
を
握
ら
れ
た
綾
女
は
黒
百
合

の
こ
と
を
伝
え
て
し
ま
う
。
淀
君
は
自
ら
黒
百
合
を
手
配
し
、
松
の
丸
殿
の

花
筒
に
賤
し
い
花
に
交
え
て
黒
百
合
を
生
け
捨
て
て
お
き
、
北
政
所
を
驚
か

す
。
北
政
所
一
派
は
佐
々
を
貶
め
生
害
に
追
い
込
ん
だ
。

北
政
所
と
淀
の
対
立
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
に
肩
入
れ

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
（
五
篇
巻
之
十
「
賜
二
加
藤
清
正
曼

荼
羅
旗
一
」）。

ま
た
六
篇
巻
之
一
「
殿
下
被
レ
召
二
利
休
之
女
一
」
で
も
、
北
政
所
と
淀
君

の
対
立
が
描
か
れ
る
。
天
正
十
八
年
三
月
、
双
方
が
間
者
を
忍
び
込
ま
せ
る

背
景
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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此
頃
政
所
は
聚
楽
の
城
、
淀
君
は
大
坂
に
座を
は
しけ

る
が
、
兼
て
政
所
の
御

方
、
淀
の
御
方
と
い
つ
と
な
く
党
を
結
び
し
奥
の
女
中
、
三
條
殿
・
加

賀
殿
・
松
の
丸
殿
を
始
め
と
し
、
末
々
の
婢
女
に
い
た
る
迄
、
京
と
大

坂
に
引
別
れ
、
双
方
よ
り
間
者
を
入
、
忍
の
者
を
入
込
せ
、
心
裡
の
戦

日
々
に
止
ず
。

  

天
正
十
九
年
四
月
、
淀
君
は
若
君
を
出
生
し
、
五
十
を
超
え
た
秀
吉
は
溺
愛

す
る
が
、
同
年
九
月
に
若
君
は
早
世
す
る
（
六
篇
巻
之
二
「
朝
鮮
征
伐
之
評

議
」）。
朝
鮮
征
伐
が
始
動
し
、
先
陣
を
争
う
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
は
そ
れ

ぞ
れ
北
政
所
と
淀
君
を
訪
ね
、
互
い
に
負
け
じ
と
、
そ
の
戦
略
を
語
る（
六
篇

巻
之
二
「
朝
鮮
渡
海
定
先
鋒
」）。
清
正
と
行
長
そ
れ
ぞ
れ
の
後
ろ
盾
に
北
政

所
と
淀
君
が
い
て
、「
戦
功
が
ラ
イ
バ
ル
に
劣
れ
ば
面
目
を
失
う
か
ら
、
必
ず

高
名
を
挙
げ
よ
」と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
軍
が
中
和
を
得
ず
、
完
全
な
勝

利
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
（
六
篇
巻
之
五
「
小
西
行
長
為
レ
入
二
大
明
一
」）。

一
方
、
関
白
を
継
い
だ
秀
次
は
悪
行
を
重
ね
て
反
省
の
色
が
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
に
は
淀
君
が
関
与
し
て
い
た
。
淀
君
は
秀
次
に
太
閤
は
ま
す
ま
す
ご
満

足
と
消
息
し
、
淀
君
の
侍
女
を
「
お
ま
ん
」
と
称
し
て
秀
次
に
献
じ
、
悪
事

に
荷
担
さ
せ
滅
亡
に
至
ら
し
め
た
（
六
篇
巻
之
十
二
「
秀
次
公
悪
行
」）

『
絵
本
太
閤
記
』の
作
者
武
内
確
斎
は
、
秀
次
の
悪
逆
の
源
は
淀
君
と
石
田

三
成
だ
と
し
、
淀
君
の
怜
悧
と
妬
心
が
、
秀
吉
の
判
断
を
も
誤
ら
せ
た
と
す

る
。

秀
次
公
生
得
残
忍
に
お
わ
し
け
れ
ど
も
、
悪
逆
の
募
し
源
は
淀
君
と
三

成
が
は
か
り
ご
と
な
り
。
淀
君
は
天
下
に
並
び
な
き
嫉
妬
深
き
御
方
に

て
、
人
の
上
の
御
事
に
て
も
、
う
る
わ
し
き
女
房
の
人
の
寵
愛
を
か
う

む
る
と
聞
し
め
し
て
は
、
我
身
の
上
の
事
に
思
ひ
な
し
て
、
憤
り
恨
み

給
ふ
事
常
の
御
気
質
な
り
。
秀
次
公
天
下
に
も
と
め
て
選
み
出
し
給
ふ

美
女
三
十
余
人
、
こ
と
〴
〵
く
御
寵
愛
深
く
、
男
女
の
君
達
多
く
出
来

さ
せ
た
ま
ふ
な
ど
、
皆
淀
君
の
忌
み
妬
み
給
ふ
所
に
し
て
、
是
を
殺
し

て
猶
飽
足
ら
ず
、
骨
を
刻
み
肉
を
醢
し
し
び
し
おに

す
る
漢
の
呂
后
、
唐
の
則
天

な
ん
ど
淀
君
と
其
生
得
相
似
た
り
。
か
か
る
妬
心
を
以
て
深
く
久
し
く

讒
言
を
入
給
へ
ば
、
太
閤
も
初
の
程
こ
そ
実ま
こ
とと

も
思
し
給
は
ね
ど
も
、

三み
た
び

伝
二
市
虎
一
人
皆
信
と
い
へ
る
が
ご
と
く
、
い
つ
し
か
左
も
あ
る
べ

し
な
ん
ど
思
ひ
付
せ
給
ふ
は
、
霤
あ
ま
だ
りの

石
に
穴
す
る
に
等
し
く
、
終
に
畜

生
塚
の
因
縁
と
は
な
れ
り
。
淀
君
の
麗
利
な
り
又
妬
心
の
深
き
は
、
此

太
閤
記
全
部
の
中
、
拾
遺
等
の
中
に
往
々
し
る
し
た
り
。
互
見
し
て
知

る
べ
し
（
七
篇
巻
之
四
「
畜
生
塚
由
来
」）

三
　
淀
君
行
状

右
引
用
の
末
尾
部
分
に
「
拾
遺
」
と
あ
る
の
が
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
七

篇
巻
之
十
二
の
「
淀
君
行
状
」
で
あ
ろ
う
。
長
文
な
の
で
、
そ
の
概
要
を
四

分
し
て
述
べ
る
。

①　

慶
長
三
年
、
秀
吉
は
再
び
肥
前
の
名
護
屋
へ
御
出
陣
の
予
定
だ
っ
た
が
、

五
月
ご
ろ
か
ら
気
分
優
れ
ず
、周
囲
の
心
配
す
る
中
、石
田
三
成
を
召
し
、自

分
に
代
わ
っ
て
指
揮
を
執
る
よ
う
に
命
ず
。
こ
れ
に
よ
り
三
成
の
勢
力
は
増

5



大
す
る
。
太
閤
に
も
し
も
の
事
が
あ
れ
ば
と
諸
国
の
大
名
小
名
は
、
北
政
所

側
・
淀
君
側
に
別
れ
て
与
し
た
。
北
政
所
方
に
有
力
大
名
が
多
く
付
き
、
淀

君
は
妬
心
深
く
思
い
暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
つ
さ
え
、
若
君
の
顔
が

太
閤
に
似
て
い
な
い
と
政
所
方
か
ら
噂
を
立
て
ら
れ
て
深
く
恨
ん
だ
。
淀
は

自
ら
の
味
方
を
増
や
す
た
め
艶
言
を
以
て
懐
柔
す
る
と
、
参
仕
す
る
も
の
も

少
な
く
な
か
っ
た
。

②　

淀
君
は
、
太
閤
に
死
な
れ
た
ら
北
政
所
の
思
い
の
ま
ま
と
な
り
自
分
の

立
場
は
な
く
な
る
と
思
い
煩
っ
て
い
た
が
、
あ
る
朝
鏡
に
向
か
う
と
、
自
身

の
容
色
が
衰
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

③　

明
国
か
ら
来
朝
し
た
日
蓮
宗
の
日
瞬
は
、
法
力
の
あ
る
僧
侶
で
人
々
の

病
苦
を
祈
祷
で
治
癒
し
て
い
た
。
淀
君
は
日
蓮
宗
を
尊
敬
し
て
い
た
の
で
、

日
瞬
を
招
き
、
容
色
の
回
復
を
願
う
。
日
瞬
は
謹
承
し
、「
金
龍
の
法
」
と
い

う
祈
祷
を
行
う
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
淀
君
の
内
股
の
肉
を
切
り
取
り
、
こ

れ
を
携
え
て
富
士
山
に
登
り
、行
法
を
行
う
と
、大
蛇
が
顕
れ
激
動
す
る
。
日

瞬
は
淀
の
肉
を
与
え
て
食
わ
せ
、
蛇
の
肉
を
切
り
取
っ
て
持
ち
帰
り
、
淀
君

の
内
股
の
傷
口
に
納
め
る
と
、
淀
君
の
容
色
は
忽
ち
回
復
し
た
。

④　

淀
君
の
艶
色
は
周
囲
の
者
を
蕩
か
し
、
内
寵
を
蒙
る
者
は
甚
だ
多
か
っ

た
が
、
こ
れ
は
妖
蛇
の
な
さ
し
む
る
所
だ
っ
た
。
淀
君
の
嫉
妬
心
は
い
よ
い

よ
深
ま
り
、
口
が
耳
ま
で
広
が
る
な
ど
蛇
体
化
し
た
が
、
半
時
ば
か
り
し
て

鎮
ま
り
、
妖
艶
の
姿
は
常
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
近
く
仕
え
る
者

か
ら
家
老
用
人
ま
で
聞
き
伝
え
て
不
思
議
な
こ
と
と
さ
さ
や
き
合
っ
た
。

四
　『
唐
土
の
吉
野
』
巻
三
「
桂
の
方
金
龍
の
法
を
修
し
て
肉
親
を 

殺そ
ぐ

事
」
と
の
関
係

四

－
一
　
桂
の
方
と
淀
君

『
唐
土
の
吉
野
』
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
年
刊
、
大
坂
伊
丹
屋
善
兵

衛
を
版
元
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
半
紙
本
五
巻
五
冊
の
十
篇
の
短
編
を
集
め
た

読
物
で
、
前
期
読
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
（
江
戸
怪
談
文

芸
名
作
選
第
二
巻
『
前
期
読
本
怪
談
集
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
所
収
）。

作
者
は
版
元
の
伊
丹
屋
善
兵
衛
こ
と
前
川
来
太
（
序
の
撰
者
）
で
あ
る
。

第
六
話
「
桂
の
方
金
龍
の
法
を
修
し
て
肉
身
を
殺そ

ぐ
事
」（
以
下
「
桂
の

方
」
と
略
記
）
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

東
国
の
或
る
大
守
は
四
十
に
な
っ
て
も
子
が
な
い
た
め
、
妻
の
甥
を
養

子
と
し
た
。
し
か
し
大
守
六
十
の
時
、
側
室
桂
は
男
子
を
生
む
や
、
大

守
を
籠
絡
し
、
奸
計
を
以
て
養
子
を
追
い
出
さ
ん
と
謀
り
、
ま
た
美
貌

を
保
と
う
と
、
日
栄
と
い
う
法
華
僧
に
金
龍
の
修
法
を
頼
み
、
陰
部
の

生
肉
を
贄に
え

と
し
て
法
力
を
得
た
が
、
大
守
の
死
後
は
家
士
に
見
放
さ
れ

て
、
我
が
子
を
食
い
、
蛇
と
な
っ
て
姿
を
消
す
。

　
そ
も
そ
も
が
、
秀
吉
と
淀
を
想
起
す
る
よ
う
な
筋
だ
が
、
と
く
に
、
法
華

僧
の
唱
え
る
金
龍
の
法
に
従
い
、
生
肉
を
与
え
て
容
色
を
保
つ
く
だ
り
が

「
淀
君
行
状
」
と
酷
似
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
、『
唐
土
の
吉
野
』

の
本
文
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。
本
文
引
用
は
前
記
『
前
期
読
本
怪
談
集
』
に
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よ
る
。
左
訓
は
括
弧
内
に
記
す
。

老と

爺の

は
御
年
六む
そ
ぢ十

ち
か
う
な
ら
せ
給
ひ
て
、
は
じ
め
て
御
子
を
ま
う
け

給
ひ
し
か
ば
、
御
悦よ

ろ
こび

い
は
ん
か
た
な
く
、
連
れ
ん
じ
や
う

城
の
璧た
ま

を
得え

た
る
よ
り

勝け

に
め
で
た
う
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
、
即
や
が
て

別へ
つ
や室

を
し
つ
ら
ひ
、
桂
か
つ
ら

親お
や
こ子

を

安す
ゑ

下お
き

給
ひ
、
日よ
る

夜ひ
る

の
寵て
う

愛あ
い

、
給き
ふ

人に
ん

の
奔ほ
ん

走そ
う

た
と
ふ
る
に
も
の
な
し
。

此
の
桂
と
い
へ
る
女
は
、
山や
ま

城し
ろ

の
国く
に

淀よ
と

わ
た
り
の
お
ひ
た
ち
に
て
、
父ち
ち

母は
は

の
名な

も
さ
だ
か
に
き
こ
え
ざ
る
ほ
ど
の
い
や
し
き
も
の
に
し
あ
れ
ど
、

天て
ん

性せ
い

の
殊し
ゆ

色し
よ
くに

て
ざ
え
か
し
こ
く
、
音お
ん

声せ
い

よ
り
た
ち
ふ
る
ま
ひ
ま
で
、

い
か
に
も
上

じ
や
う
ら
ふ

﨟
と
見
え
た
る
に
、
其
の
心
正た
ゞ

し
か
ら
ず
、
も
の
ね
た
み

つ
よ
く
、
暴

い
ち
は
や
き

疾
ふ
る
ま
ひ
多お
ほ

か
れ
ど
、
矯
い
つ
は
り

飾か
ざ
りて

其
の
け
し
き
聊
い
さ
さ
か

見
え

ざ
り
し
が
、

右
の
引
用
部
分
は
「
淀
君
行
状
」
と
は
重
な
ら
な
い
が
、『
絵
本
太
閤
記
』

が
描
い
て
き
た
淀
君
の
描
写
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
山
城
の
国
淀
わ
た
り
の
お
ひ
た
ち
」
と
い
う
の
も
そ
の
ヒ
ン
ト
で
あ
る
。
つ

ま
り「
桂
の
方
」は
、
淀
君
の
淫
婦
悪
女
ぶ
り
を
意
識
し
た
創
作
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、「
桂
の
方
」
で
は
、
桂
が
次
の
よ
う
に
太
守
に
訴
え
る
場
面
が
あ
る
。

妾せ
ふ

が
い
や
し
き
身
の
、
か
く
ま
で
君き
み

の
恩な
さ
けを

か
う
ぶ
り
ま
ゐ
ら
せ
、
か

た
じ
け
な
う
若わ
か
き
み君

さ
へ
生う
ま

れ
さ
せ
給
ひ
し
事
、
い
か
な
る
宿す
く
せ世

の
契ち
き
りに

や
と
、
露つ
ゆ

わ
す
る
る
間ま

な
く
、
あ
り
が
た
う
思
ひ
奉
る
所
に
、
何な
に

や
ら

ん
君
が
御こ
て
う
あ
い

寵
愛
を
ね
た
み
て
、
奴わ
ら
は家

が
う
み
ま
ゐ
ら
せ
し
若わ
か

君き
み

の
御
お

も
ざ
し
、
某

な
に
が
しに

似に

て
、
君
の
御
か
ん
ば
せ
に
異こ
と

な
り
な
ど
と
、
局
つ
ほ
ね
か
た

方
の

密さ
さ
や
き語

侍は
ん
べる

よ
し
、
君
に
も
聞き
こ

し
め
さ
せ
給
は
ん
。
妾せ
ふ

何な
ん
ら等

の
情こ
こ
ろあ

り
て
、

か
く
海う

み
山や
ま

の
御
恩な
さ
けに

そ
む
き
て
、
他
あ
だ
し
び
と

人
の
胤た
ね

を
い
つ
は
ら
ん
や
。
是
な

ん
申
さ
ぬ
と
て
も
、
君
こ
そ
御
お
ぼ
え
ま
し
ま
す
ら
め
。
さ
る
を
か
く

取と
り
ざ
た

沙
汰
つ
か
う
ま
つ
る
は
、
妾せ
ふ

を
妬ね
た

む
人
あ
り
て
、
更さ
ら

に
若わ
か

君ぎ
み

の
ま
し

ま
す
を
い
ぶ
か
り
お
も
ふ
僻
ひ
が
ご
こ
ろ

心
な
る
あ
た
り
よ
り
か
も
、
い
ひ
ふ
ら
し

て
、
妾せ
ふ

と
共と
も

に
若わ
か

君ぎ
み

を
君
に
う
と
ま
せ
し
め
ん
と
の
、
こ
し
ら
へ
ご
と

と
は
推す
ゐ

し
ま
ゐ
ら
せ
ど
も
、
衆
し
ゆ
う
こ
う
き
ん

口
金
鉄て
つ

を
と
ら
か
す
の
な
ら
ひ
に
て
、

遂つ
ひ

に
は
御
た
ね
に
て
な
き
な
ど
と
、
君
の
御
辱は
ぢ

に
及お
よ

ぶ
事
を
う
た
は
せ

て
、
い
か
に
聞き
き

流な
が

し
さ
ふ
ら
ふ
べ
き
。
た
だ
何
と
な
く
妾せ
ふ

に
御
い
と
ま

を
た
ま
は
ら
ば
、
若
君
も
ろ
と
も
自じ

尽が
い

し
て
、
君
の
御
名
を
い
さ
ぎ
よ

く
な
し
奉
ら
ん

「
淀
君
行
状
」
は
、「
剰
へ
若
君
の
御
貌か
た
ち

太
閤
に
似
給
は
ぬ
と
て
政
所
方

の
人
々
兎
角
に
私さ
さ
や
き言

あ
へ
る
な
ど
深
く
恨
み
思
め
し
あ
わ
れ
一
人
に
て
も
方

人
と
頼
む
人
の
多
か
り
し
と
大
名
小
名
陪
臣
に
至
る
迄
、
艶
言
を
以
て
之
を

懐
け
」
と
、「
桂
の
方
」
に
比
べ
れ
ば
簡
略
だ
が
同
趣
旨
の
内
容
で
あ
る
。

四

－

二
　「
桂
の
方
」
と
淀
君
の
変
化
の
描
写

さ
て
、「
桂
の
方
」
が
容
色
の
衰
え
を
鏡
で
自
覚
し
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
の
法

力
を
借
り
て
艶
色
を
取
り
戻
し
、
蛇
体
化
す
る
一
連
の
展
開
は
、「
淀
君
行

状
」
で
も
全
く
同
様
で
、
文
辞
も
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
以
下
、
や
や
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長
文
に
わ
た
る
た
め
、
本
文
を
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
文
辞
の
似

る
部
分
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
と
小
文
字
で
対
応
さ
せ
て
み
る
。

〇
「
桂
の
方
」
1

（
前
略
）
A
「
わ
れ
か
く
殿と

の
の
寵て
う

を
得え

て
、
諸し
よ
人に
ん
の
う
や
ま
ひ
を
受う
く
る
と
い
へ

ど
も
、
今
御
病や
ま
ひた
の
み
す
く
な
う
見
え
給
へ
ば
、
山
も
し
も
の
こ
と
あ
り
て

高
水
低
の
後の
ち
は
、
わ
が

た
の
む
か
た
を
失う
し
なへ

る
に
、
時と
き

を
得え

て
、
養や
う

君く
ん

を
は
じ
め
古こ
ら
う老

の
臣し
ん

等ら

、
か

ね
て
わ
が
計は
か
りし
事こ
と
を
ば
い
ぶ
か
り
、
目め

を
側そ
ば
めて
候う
か
がふ
上
、
B
若わ
か

君ぎ
み

は
御ご
え
う
ち

幼
稚

と
い
ひ
、
C
ま
し
て
お
も
ざ
し
の
父ち

ち
君ぎ
み

に
肖に

給
は
ざ
る
な
ど
と
疑う
た
がひ

け
る
こ

そ
、
近き

ん

臣し
ん

某な
に
か
しと

み
そ
か
ご
と
あ
り
し
を
、
は
か
ら
ず
も
洩も
れ

聞き
こ

え
て
や
沙さ

た汰

し
け
ん
、
い
と
か
し
こ
き
を
り
か
ら
に
こ
そ
」

〇
「
淀
君
行
状
」
1

c
剰
へ
若
君
の
御
貌か

た
ち

太
閤
に
似
給
は
ぬ
と
て
政
所
方
の
人
々
兎
角
に
私さ
さ
や
き言

あ
へ
る
な
ど
深
く
恨
み
思
め
し
あ
わ
れ
一
人
に
て
も
方
人
と
頼
む
人
の
多
か

れ
し
眸ま
な
じを

凝
し
て
人
を
釣つ
り

給
に
又
茲こ
こ

に
甘
心
し
命い
の
ちを

す
て
て
参
り
仕
る
者
少

な
か
ら
ず
。
然
に
今
年
五
六
月
に
至
り
て
太
閤
御
心
地
常
な
ら
ず
見
へ
さ
せ

給
へ
ば
、
淀
君
深
く
心
を
苦
め
給
ひ
、
つ
ら
つ
ら
思し
ゆ
ひ惟

し
給
ふ
に
、「
a
今
我

太
閤
の
寵
愛
を
蒙
り
、
威
勢
人
の
下
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
若
や
不
予
の
御
事

有
て
太
閤
に
お
く
れ
参
ら
せ
な
ば
、
b
若
君
は
御
幼
稚
と
申
し
、
何
事
も
政

所
の
思
召
の
ま
ま
に
成
り
行
き
て
、
我
は
有
て
も
な
き
が
ご
と
く
に
や
有
ん
」

〇
「
桂
の
方
」
2

D
と
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
日ひ

を
経へ

し
に
、
或あ
る

暁
あ
か
つ
き

鏡か
が
みを

取と
り

て
、
む
か
ひ
照て

ら
せ

ば
、
こ
は
い
か
に
、
あ
り
し
艶え
ん

顔が
ん

た
ち
ま
ち
に
お
と
ろ
へ
て
、
皺し
は

な
ど
あ
さ

ま
し
う
よ
せ
て
、
色い

ろ
は
青さ
を

に
し
ら
け
た
れ
ば
、
み
づ
か
ら
お
ど
ろ
き
し
ば
し

言こ
と

に
も
出い
で

ず
。
た
だ
た
め
い
き
の
み
つ
ぎ
て
あ
り
し
が
、
や
や
あ
り
て
お
も

へ
ら
く
、

「
妾わ
れ
已す
で
に
殿と
の
の
目め

を
か
す
め
て
諸し
よ
臣し
ん
に
し
た
し
み
、
威ゐ
け
ん権
を
他ひ
と
に
ゆ
づ
ら
じ

と
た
く
め
る
も
の
は
、
E
わ
が
容

よ
う
し
よ
く

色
を
恃た
の
みて

、
衆し
ゆ
うを

な
び
け
ん
と
お
も
ひ
し

に
、
い
か
な
れ
ば
か
く
お
と
ろ
へ
疲つ

か
れて

、
殿
に
後お
く

れ
あ
ら
ん
に
は
、
何
を
以

て
か
諸し

よ
し
ん臣

を
囙ち
な

み
親
し
た
し
まん

や
。
か
く
て
は
日ひ
ご
ろ比
わ
れ
を
怨う
ら
むる
と
も
が
ら
、
皆み
な

養や
う

君く
ん
を
た
す
け
参
ら
さ
ば
、
兼か
ね
て
計は
か
り
し
事
ど
も
、
尽
こ
と
ご
とく
あ
ら
は
れ
て
、
若
君

諸も
ろ

と
も
、
此
の
館た
ち

に
住す
む

事
あ
た
は
ざ
る
べ
し
」
と
、
或あ
る

は
い
か
り
、
或
は
な

げ
き
て
、

「
F
た
と
ひ
命め

い
数す
う

は
限
り
あ
り
と
も
、
容
よ
う
し
よ
く

色
に
於お
い

て
は
此
の
ま
ま
に
て
衰お
と
ろへ

ざ
ら
ん
こ
そ
、
女
の
願
ふ
所
な
る
に
、
か
く
あ
さ
ま
し
く
な
り
ゆ
か
ば
、
い

か
で
か
養や
う

君く
ん

奥
方
を
失う
し
なふ

時
を
期ご

す
べ
き
。
い
で
や
い
か
な
る
荒
あ
ら
ぎ
や
う

行
を
も
修じ
ゆ

し
て
、
神
仏
の
力
を
た
の
み
て
、
顔
か
ん
し
よ
く

色
ふ
た
た
び
わ
か
や
ぎ
、
心し
ん
ぢ
う中

の
欝う
ふ
ん憤

を
散さ
ん

ぜ
ん
も
の
を
」

〇
「
淀
君
行
状
」
2

d
と
思
ひ
煩
は
せ
給
ふ
事
、
数
日
な
り
。
或
曙

あ
か
つ
き

鏡
に
向
ひ
御
面
影
を
う
つ

し
、
細
か
に
御
覧
有
け
る
に
、
此
頃
の
御
物
思
ひ
に
や
さ
し
も
う
る
わ
し
き

花
の
顔
ば
せ
も
、
肉
落
て
色
青
み
、
は
や
く
も
肌
に
皺
を
生
ひ
た
り
。
忽
ち

大
き
に
驚
き
た
ま
ひ
「
こ
は
口
惜
し
き
事
に
て
有
か
な
。
も
し
や
太
閤
に
お

く
れ
参
ら
せ
て
も
あ
は
れ
天
下
の
諸
侯
を
味
方
に
引
入
、
吾
威
権
を
し
て
他

の
人
に
譲
る
ま
じ
と
思
ふ
は
、
e
只
我
容
色
の
う
る
は
し
き
を
以
て
人
を
釣つ
る
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の
外
に
出
ず
。
然
る
に
は
や
く
色
衰
へ
容
貌
憔
悴
た
ら
ん
に
、
い
か
で
か
人

と
親
し
ま
れ
ん
や
、
f
譬た

と
へ

命
に
限
り
有
と
も
俤
の
変
ら
で
積
る
年
な
ら
ば

物
思
ふ
事
の
あ
ら
じ
か
し
」
と
、
引
か
づ
ひ
て
臥
給
ひ
し
が
、

〇
「
桂
の
方
」
3

と
、
年と
し
こ
ろ頃

帰き

え依
す
る
所
の
G
日
栄
と
い
ふ
僧そ
う

を
請し
や
うじ

て
、
H
低こ
ゑ
を
ひ
そ
め

声
て
い
へ

ら
く
、

「
妾わ

れ
兼か
ね

て
法ほ
つ
け
き
や
う

華
経
を
信
じ
、
御
僧そ
う

の
教け
う
げ化

に
よ
つ
て
、
宗し
う
し旨

の
奥あ
ふ
ぎ義

を
承
う
け
た
ま
はる

に
、
此
の
宗
の
密み

つ
は
ふ法

に
、
荒
あ
ら
き
や
う

行
を
修し
ゆ

し
て
祈い
の

る
時
は
、
一
の
願ね
が
ひを

ば
叶か
な
へる

よ

し
、
果は

た
し
て
し
か
ら
ば
、
万な
に

望と
ぞ

其そ
の
ほ
ふ法

を
授
さ
つ
け

給た
ま

は
る
べ
し
。
い
か
な
る
難
な
ん
ぎ
や
う

行
を

も
厭い

と
は
ず
つ
と
む
べ
し
」

〇
「
淀
君
行
状
」
3

爰
に
大
明
国
よ
り
来
船
せ
し
僧
に
、
g
日
瞬
と
い
へ
る
者
あ
り
。（
中
略
）
淀

君
は
信
長
公
の
御
姪
女
に
し
て
h
元も

と
よ
り来

日
蓮
宗
を
尊
敬
ま
し
ま
せ
ば
、
此
日

瞬
が
異
験
有
事
を
聞
し
め
し
、
か
ね
て
よ
り
、
伏
見
の
里
に
め
し
登
し
、
瑞

龍
院
と
い
へ
る
一
寺
を
賜
ひ
、
常
に
帳
内
に
立
入
て
御
帰
依
尤
深
か
り
に
し
、

俄
に
g
日
瞬
を
招
き
、
h
密
か
に
仰
せ
有
り
け
る
は
、「
汝
日
来
人
の
難
病
を

祈
り
苦
し
み
を
救
ふ
事
甚
だ
多
し
。
一
人
も
其
験
の
有
ざ
る
者
な
し
。
誠
に

常
世
の
広
徳
我
深
く
是
を
尊
ぶ
。
今
我
身
に
一
つ
の
大
願
有
。
祈
り
て
験
有

べ
く
ば
い
か
な
る
荒
行
苦
行
と
い
ふ
と
も
、
我
自
ら
是
を
修
せ
ん
。」

〇
「
桂
の
方
」
4

「
罪さ
い
ご
ふ業

の
ほ
ど
あ
さ
ま
し
う
こ
そ
お
ぼ
し
め
す
ら
ん
が
、
I
妾せ
ふ

が
願ね
が

ひ
は
、
後

の
世
の
事
に
あ
ら
ず
。
現う
つ
つの

我わ
か
み身

を
し
て
、
容
よ
う
し
よ
く色

心し
ん
り
よ
く力

永な
が

く
衰お
と
ろへ

疲つ
か

れ
ず
。

ね
た
し
悪に

く
し
と
思
ふ
ほ
む
ら
を
養
や
し
な
ひて

、
行ゆ
く
す
ゑ末

心
の
ま
ま
に
栄え
い
え
う耀

を
き
は
め
ん

に
は
、
い
か
な
る
来ら

い
せ世

の
苦く
る
しみ

を
受う
く

る
と
も
、
更さ
ら

に
な
げ
く
べ
か
ら
ず
」
と
、

〇
「
淀
君
行
状
」
4

「
i
抑
我
願ね

が
ひと

い
つ
ぱ
来
世
成
仏
の
望
に
あ
ら
ず
、
現
世
に
福
を
い
の
る
に

非
ず
。
只
我
身
の
姿
色
衰
へ
ず
嬋

か
ほ
う
る
は
しく

し
て
幾
年ね
ん

を
も
経
ば
我
望
み
既
に
足

れ
り
」。

〇
「
桂
の
方
」
5

日
栄
も
お
そ
ろ
し
く
や
お
も
ひ
け
ん
、
一い
ち
ご
ん言

の
教け
う
げ化

を
も
説
か
ず
、
心
よ

く
う
け
合
ひ
て
申
け
る
は
、

「
い
か
に
も
其
の
密み
つ
は
ふ法

を
授さ
づ
けけ

候
べ
し
。
お
よ
そ
か
か
る
願
ひ
を
叶か
な

へ
ん
に

は
、
J
金き

ん
龍り
よ
うの

法ほ
ふ

と
て
。
其
願
主
一
七
日
が
間あ
ひ
だ、

火
く
わ
し
よ
く

食
を
断た
ち

て
冷れ
い
す
ゐ水

に
浴よ
く

し
、

関く
わ
ん
と
う東

八は
つ
し
よ所

の
霊れ
い

山ざ
ん

に
登の
ぼ

り
て
、
密み
つ
は
ふ法

を
行お
こ
なひ

、
終つ
ひ

に
富ふ
じ
さ
ん

士
山
に
於お
い

て
其そ
の
は
ふ法

を
成じ

や
うす

る
に
、
金
龍
の
形か
た
ちを

現げ
ん

せ
し
め
て
こ
れ
を
祭ま
つ

る
に
、
き
よ
ら
に
あ
ぶ

ら
づ
き
た
る
女
の
、
陰い
ん
し
ょ所

に
ち
か
き
生い
き
じ
し肉

を
以
て
贄に
え

と
な
し
、
又
瓶か
め

に
美び
し
ゆ酒

を
た
た
へ
て
供ぐ
も
つ物

と
な
す
時
は
、
金
龍
こ
れ
に
感か
ん

し
て
其
願ね
か

ひ
を
成じ
や
うぜ

し
む

る
事
、
密み
つ
は
ふ法

の
奇き
ど
く特

疑う
た
がふ

べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
K

百ひ
や
く
り里

の
山さ
ん
せ
ん川

を
越こ
し

て
、
婦ふ
じ
ん人

の
身
に
て
か
か
る
荒
あ
ら
ぎ
や
う

行
は
修じ
ゆ

し
が
た
け
れ
ば
、

御
身
の
肉に

く
を
截た
ち

て
、
愚く
そ
う僧

に
託た
く

せ
ら
れ
ば
、
こ
れ
を
携
た
つ
さ
へて

、
諸し
よ

高か
う
さ
ん山

を
巡め
ぐ

り
、

法は
ふ

を
修を
さ
めて

龍り
よ
うの

生い
き
じ
し肉

を
取と
り

て
、
君き
み

の
御
疵き
す

口ぐ
ち

へ
を
さ
め
ば
、
心
し
ん
り
よ
く

力
の
衰
お
と
ろ
へ

疲
つ
か
れ

た
る
を
復ふ
く

（
も
と
の
ご
と
く
）
し
て
、
い
か
な
る
大た
い
ま
う望

を
も
か
な
へ
ず
と
い

ふ
事
な
し
」

9



〇
「
淀
君
行
状
」
5

日
瞬
笑
ふ
て
、「｛
中
略
｝
j
爰
に
金
龍
の
法
と
申
す
尊
き
祈
の
候
。
此
法
を

行
ふ
時
は
い
か
な
る
願
と
い
ふ
と
も
満
願
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
是
を
修
す

る
に
富
士
山
に
登
り
、
山
気
龍
気
を
相
呼
ん
で
修
行
な
し
候
事
に
て
、
中
々

以
て
金
閨
の
深
き
に
育
や
し
な
はれ
給
ひ
、
殊
に
は
人
の
唱
へ
尊
き
御
身
の
、
い
か
で

か
k
百
里
の
山
川
を
渉
り
、
富
士
の
山
谷
に
野
行
あ
ら
せ
ら
れ
ん
や
。
あ
は

れ
御
生い

き
み身

の
肉
一
寸
を
切
て
拙
僧
に
賜
ら
ば
其
肉
身
に
経
文
を
読
み
入
れ
、

俱
に
行
法
を
積
て
御
願
を
充
し
奉
ん
」
と
申
け
れ
ば
、

〇
「
桂
の
方
」
6

桂か
つ
らは
L
元ぐ
わ
ん
ら
い来

剛が
う

気き

の
生
れ
つ
き
な
れ
ば
、
少
し
も
お
そ
れ
ず
、
大
に
よ
ろ

こ
び
て
、
厚あ

つ
く
こ
れ
を
謝じ
や

し
て
、
即
や
が
て

内う
ち
も腹ゝ

の
肉に
く

一
寸
許ば
か
りを

切き
つ

て
、
日に
ち
え
い栄

に
あ

た
へ
て
ね
ん
ご
ろ
に
た
の
み
け
れ
ば
、
日
栄
こ
れ
を
持も

ち
て
、
伊い

づ豆
駿す
る
が河

の

諸し
よ
さ
ん山

を
巡め
ぐ

り
て
行
ぎ
や
う
ば
ふ

法
を
修じ
ゆ

し
、
な
か
ん
づ
く
甲か

ひ斐
の
国く
に

身み

延の
ぶ

七し
ち
め
ん
ざ
ん

面
山
は
霧き
り

深ふ
か

く
し
て
咫し
せ
き尺

を
わ
か
た
ざ
る
を
、心し
ん
き気

を
澄す
ま
し、呪じ
ゆ

を
修じ
ゆ

し
て
奥お
く
ふ
か深

く
入
り
、終つ
ひ

に
富ふ

じ士
の
絶ぜ
つ
て
う頂

に
上の
ほ

り
て
遍あ
ま
ねく

山さ
ん
ち
う中

を
探さ
ぐ

り
、
澗か
ん
て
い底

の
洞と
う
こ
う口

を
も
と
め
て
、

行ぎ
や
う
ば
ふ

法
を
修を
ざ
むる

事
。
三
七
日
に
し
て
、
符ふ

を
投た
う

ず
れ
ば
、
猛ま
う
せ
ん然

（
た
ち
ま
ち
）

と
し
て
天て

ん
ち地

震し
ん
ど
う動

し
、
山さ
ん
こ
く谷

雲く
も
お
こ
り起

霧き
り
と
ぢ閉

て
闇あ
ん
や夜

の
ご
と
く
、
疾し
つ

雨う

迅え
ん
ら
い雷（

し

ん
ど
う
ら
い
で
ん
）
に
乗じ

よ
うじ

て
、
金き
ん

龍り
よ
うの

光
く
わ
う
え
う

曜
（
ひ
か
り
か
が
や
く
）
眼ま
な
こを

奪う
ば

ひ
、
魂き
も

を
消け

す
ば
か
り
現あ
ら
はれ

出い
づ

れ
ば
、
日
栄
其そ
の

ま
ま
桂
が
肉に
く

を
投た
う

じ
、
美び

酒し
ゆ

を
あ
た
へ
て
、
猶な
ほ

も
行
き
や
う
は
ふ

法
お
ご
そ
か
な
れ
ば
、
金
龍
肉に
く

を
く
ら
ひ
酒さ
け

を
の

み
て
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
酔
へ
る
が
ご
と
く
、
頭か

し
らを

低た
れ

て
近ち
か

よ
る
所
を
、
日
栄
戒か
い

刀た
う

を
把と
つ

て
、
其
肉
一
寸
許ば
か
りを

切き
り
と
つ取

て
呪じ
ゆ

を
と
な
へ
、
経き
や
うを

念ね
ん

ず
れ
ば
、
金
龍

忽た
ち
まち

か
た
ち
を
か
く
し
て
、
雲く
も

晴は
れ
あ
め雨

収を
さ
ま
りて

帰き

ろ路
を
促う
な
がし

て
、
即そ
く
じ
つ日

桂か
つ
らが

許も
と

に
到い
た
りて

彼か
の

肉に
く

を
あ
た
へ
て
、
桂
が
疵き
す

口く
ち

に
補お
ぎ
なは

し
む
れ
ば
、
其
の
ま
ま
癒い
え
あ
ひ合

て
、
少す

こ
しも

瘢あ
と

を
見
せ
ざ
る
事
、
奇ふ
し
ぎと

い
ふ
べ
し
。
是
よ
り
桂
が
顔
が
ん
し
よ
く色

衰お
と
ろ
へを

復か
へ

し
、
嬌
き
や
う
た
い

態
（
は
で
な
す
か
た
）
旧き
う

（
も
と
）
に
増ま
さ

り
、
気き
り
よ
く力

も
ま
す
ま
す

壮さ
う

盛せ
い

（
さ
か
ん
に
）
に
な
り
て
、
大た
い
し
ゆ酒

を
こ
の
み
、
淫い
ん
よ
く欲

に
耽ふ
け

り
、
老お
ほ
と
の爺

の

病び
や
う
ち
う

中
を
幸
さ
い
は
ひに

近
臣
の
美び

少せ
う

年ね
ん

を
帳
ち
や
う

内な
い（

ね
や
の
う
ち
）に
招ま
ね
きて

、
乱
ら
ん
ぎ
や
う行

言ご
ん
ご語

に
絶せ

つ
し
け
る
内
に
、（
中
略
）

桂
は
少す
こ
しも
動ど
う
ぜ
ず
、
色い
ろ
を
作つ
く
り
声こ
ゑ
を
や
さ
し
う
し
て
、
応と

り捕
的て

に
む
か
ひ
、

「
み
づ
か
ら
は
先せ
ん
殿と
の
の
遺ゆ
ゐ
命め
い
を
承う
け
て
、
若わ
か
ぎ
み君
を
守し
ゆ
護
す
る
所
に
、
你
な
ん
ぢ
毎ら

何な
に

故ゆ
ゑ

に
か
く
唐
り
よ
ぐ
わ
い

突
に
及お
よ

ぶ
や
。
近ち
か

よ
ら
は
目め

に
物も
の

み
せ
ん
」

と
、（
後
略
）

〇
「
淀
君
行
状
」
6

淀
君
、
大
き
に
歓
び
給
ひ
、
l
元
来
心
気
勇
壮
の
女

に
よ
し
や
う

性
な
れ
ば
、
短
刀
を
抜

て
内
股
の
肉
一
寸
計
切
取
て
賜
ひ
け
る
。
日
瞬
携
へ
て
東
海
道
に
馳
下
り
、

先
伊
豆
駿
河
の
山
々
よ
り
入
て
、
甲
斐
に
身み

の
ぶ延

七
面
山
霧
深
く
峯
に
む
す
ぶ

を
深
淵
の
水
に
写
し
て
地
を
縮
め
、
富
士
の
山
谷
を
踏
遍
し
て
、
終
に
三
つ

股
川
の
河
岸
に
立
て
行
法
を
修
す
る
事
三
七
日
、
忽
ち
川
上
鳴
動
し
て
、

逆げ
き
ら
う浪

高
く
発
り
て
岸
を
崩
し
、
急
雨
篠し
の

を
乱
す
が
ご
と
く
、
黒く
ろ
く
も雲

四よ

も方
を
塞

で
日
の
光
を
蔽
ひ
、数
十
丈
の
大
蛇
顕
れ
出
、爪
を
鳴
し
角
を
ふ
り
立
て
、雲

中
に
翻へ

ん
ほ
ん飜

せ
り
。
日
瞬
い
よ
い
よ
、
丹
誠
を
こ
ら
し
、
符
を
以
て
大
蛇
を
近

く
招
き
、
彼
淀
君
の
生い

き
み肉

を
与
へ
て
是
を
喰く
ら
はし

め
、
又
蛇
の
肉
一
寸
を
切
取

て
符
水
の
中う

ち
に
お
さ
め
、
遯
覆
の
法
を
行
ひ
て
大
蛇
を
去
し
め
、
道
を
急
ぎ

て
伏
見
の
城
に
帰
り
、
淀
君
に
謁
し
、
蛇
肉
を
以
て
内う

ち
も
も股

の
疵
口
に
納
め
、
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「
今
は
御
願ぐ
は
ん

成
就
せ
り
」
と
て
退
き
け
る
が
、
暫
時
の
間
に
肉
全
く
癒い
へ
あ
ひ合

て
、

露
計
の
痕
も
み
へ
ず
。
是
よ
り
淀
君
の
御
容か

た
ち

日
毎
に
う
る
わ
し
く
、
顔
の

膩あ
ぶ
らの

つ
や
や
か
な
る
事
は
、
桜お
う
く
わ花

の
露
を
含
め
る
ご
と
く
、
視
る
者
心
を
蕩

か
し
志
を
失
ふ
。
淀
君
も
亦
淫
心
頻
り
に
生
じ
て
制
し
が
た
く
、
大
野
が
一

党
、
渡
辺
が
従
類
を
始
め
と
し
、
帳
内
に
仕
ゆ
る
少
年
、
内
寵
を
蒙
る
者
、
甚

だ
多
し
。

〇
「
桂
の
方
」
7

M
は
た
と
白に

ら
み眼

し
顔
が
ん
し
ょ
く色

朱あ
け

の
ご
と
く
に
変へ
ん

じ
て
、
眼ま
な
この

光ひ
か
りあ

た
り
を
奪う
ば

ひ
け

れ
ば
、さ
し
も
の
人
々
目め

く
ら
み
力ち
か
らす

く
み
て
進
す
す
む
こ
と

事
を
得え

ず
。
猶い
う

予よ

し
て
見
え

け
る
が
、
一
人
気き

を
励は
げ
まし

立た
ち
よ
り寄

て
手て

を
取と

れ
ば
、
其そ
の

熱あ
つ

き
事
烈れ
つ
く
わ火

の
ご
と
し
。

〇
「
淀
君
行
状
」
7

m
顔
色
変
じ
て
朱
の
ご
と
く
、
心
熱
頭
上
に
突
出
て
焔
と
成
り
、（
後
略
）

以
上
、
並
べ
て
み
る
と
一
目
瞭
然
で
、「
桂
の
方
」
と
「
淀
君
行
状
」
の
文

章
は
一
致
・
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
と
く
に
日
蓮
宗
の
僧
侶

が
「
金
龍
の
法
」
を
以
て
若
返
り
の
秘
術
を
行
う
と
こ
ろ
は
、
重
な
る
と
こ

ろ
が
多
い
。

四

－

三
　
挿
絵
の
比
較

ま
た
挿
絵
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
図
が
似
通
っ
て
い
る
。『
唐
土
の
吉
野
』

で
法
華
僧
の
日
栄
が
、
大
蛇
と
対
す
る
場
面
の
挿
絵（
巻
三
、
三
ウ
・
四
オ
）

で
は
、
右
面
に
日
栄
が
左
面
に
大
蛇
が
描
か
れ
、
川
岸
に
立
つ
日
栄
が
、
川

波
か
ら
顕
れ
た
大
蛇
に
法
力
を
施
そ
う
と
し
て
い
る
。『
絵
本
太
閤
記
』
の
岡

田
玉
山
も
同
じ
場
面
を
描
き（
七
篇
巻
十
二
、
六
ウ
・
七
オ
）、
構
図
は
基
本

的
に
同
じ
で
あ
る
。
日
瞬
の
表
情
、
荒
れ
狂
う
川
波
、
大
蛇
の
迫
力
と
ど
れ

を
と
っ
て
も
玉
山
の
絵
の
方
が
そ
の
精
緻
さ
と
迫
真
力
で
勝
っ
て
い
る
が
。

ま
た
『
唐
土
の
吉
野
』
の
挿
絵
で
は
、
施
術
を
受
け
た
後
の
桂
の
方
の
着

物
が
鱗
形
文
様
に
な
っ
て
い
る
（
巻
三
、
十
ウ
・
十
一
オ
）
が
、『
絵
本
太
閤

記
』
の
淀
君
も
ま
た
、
鱗
形
文
様
の
衣
裳
で
描
か
れ
て
い
る
（
七
篇
巻
十
二
、

八
ウ
・
九
オ
）。「
淀
君
行
状
」
が
「
桂
の
方
」
の
本
文
を
摂
取
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
挿
絵
の
構
図
も
同
様
に
倣
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

五
　「
桂
の
方
」
は
「
淀
君
行
状
」
の
典
拠
か
？

以
上
を
踏
ま
え
る
と
「
淀
君
行
状
」
の
蛇
身
変
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、「
桂

の
方
」
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
桂
の
方
」
が

「
淀
君
行
状
」
の
典
拠
で
あ
る
と
断
言
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
「
桂
の
方
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
淀
君
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
す
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

「
桂
の
方
」
以
前
に
、
淀
君
を
主
人
公
と
し
な
が
ら
「
桂
の
方
」
と
似
た
本
文

を
も
つ
典
拠
X
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。「
淀
君
行
状
」
は
典
拠
X

を
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
唐
土
の
吉
野
』
の
各
篇
の
典
拠
に
つ
い
て
は
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
第
五
話
「
大
隅
小
平
太
奸
計
を
以
て
寡
婦
を
犯
す

事
」
が
『
懐
硯
』
巻
五
「
俤
の
似
せ
男
」
の
、
第
九
話
「
幽
霊
芭
蕉
の
舞
を

奏
て
実
誼
を
告
る
事
」
が
『
怪
談
登
志
男
』
巻
二
の
三
「
亡
魂
の
舞
踏
」
の
、

ほ
ぼ
丸
取
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
徳
田
武
「
馬
琴
と
『
杜
騙
新
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書
』（
下
）
―
騙
術
の
系
譜
を
論
じ
て
逍
遥
に
及
ぶ
―
」『
文
学
』
一
九
八
一

年
五
月
、
井
上
啓
治
「『
唐
土
の
吉
野
』
序
論
・
附
翻
刻
―
前
期
戯
作
研
究

（
二
）
―
」『
就
実
論
叢
』
十
六
号
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
、
先
行
の
テ
キ
ス

ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。「
桂
の
方
」
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
典
拠
が

予
想
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、「
淀
君
行
状
」
は
「
桂
の
方
」
を
参
照
し

た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
桂
の
方
」
の
蛇
体
変

化
の
場
面
が
一
種
の
幻
想
譚
で
あ
り
、『
太
閤
記
』
物
や
そ
れ
に
連
な
る
実
録

的
読
み
物
に
は
、
そ
れ
が
見
い
だ
さ
れ
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
絵
本
太
閤
記
』巻
六
以
降
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
朝
鮮
出
兵
や
、
秀

次
乱
行
、
ま
た
利
休
説
話
な
ど
は
、
北
の
方
と
淀
君
と
の
対
立
が
底
流
に
あ

る
と
い
う
解
釈
で
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
淀
君
の
性
格
を
蛇
性
と
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、
北
の
方
の
正
し
さ
、
誠
実
さ
を
、
一
層
際
立
た
せ
る
と
い

う
構
図
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
淀
君
を
寵
愛
し
た
秀
吉
が
そ
も
そ
も
悪
い

と
い
う
批
判
に
対
し
て
も
、
淀
君
が
実
は
蛇
性
だ
っ
た
か
ら
や
む
を
え
な

か
っ
た
と
い
う
、
秀
吉
擁
護
の
論
理
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

結
果
と
し
て
「
淀
君
行
状
」
の
怪
異
は
、『
雨
月
物
語
』「
蛇
性
の
婬
」
に

代
表
さ
れ
る
〈
女
人
蛇
体
譚
〉
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

（
い
い
く
ら
・
よ
う
い
ち　

本
学
大
学
院
教
授
）
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